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平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
（
６
月
議
会
）
報
告

　６
月
議
会
は
６
月
２
日
（
金
）
〜
22
日
（
木
）
の
21
日
間
の
会
期
で
開
催
。
条
例
の
一
部
改
正
４
件
、
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
等
２
件
、
同
意
14
件
、
報
告
３
件
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
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条
例
の
一
部
改
正

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
の
育
児
休
業
が
再
取
得
で
き
る
特

別
な
事
情
に
待
機
児
童
の
養
育
を
加
え
る

た
め
に
改
正
し
ま
す
。

○
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

民
間
事
業
者
以
外
が
設
置
す
る
多
機
能

端
末
機
で
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
て

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
事
が

で
き
る
よ
う
改
正
し
ま
す
。

○
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
改
正
し

ま
す
。

○
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
改
正
し

ま
す
。

2929
年
度
補
正
予
算

○
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額　

５
０
７
９
万
円
、
補
正
後
２

２
４
億
１
８
７
９
万
円
と
し
ま
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

○
準
用
河
川
茶
屋
川
の
河
川
改
良
工
事

　

函
体
推
進
工
事
及
び
函
体
開
削
工
に
よ

る
設
置
工
事　

工
事
延
長
35
メ
ー
ト
ル

　

請
負
契
約
金
額　

１
億
６
４
１
６
万
円
。

同

　
意

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
第
４
２
３
条
第
３
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
伊
藤
春
人
氏
を
選
任
し
ま
し

た
。

（
任
期

平
成
29
年
９
月
１
日
～
平
成
32
年

８
月
31
日
ま
で
）

○
農
業
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
き
認
定

農
業
者
が
委
員
の
過
半
数
を
占
め
る
こ
と

を
要
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て　

　

委
員
の
選
任
に
つ
き
、
少
な
く
と
も
４

分
の
１
を
認
定
農
業
者
等
又
は
農
業
委
員

会
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
２
条
第

１
号
に
掲
げ
る
者
と
な
り
ま
し
た
。

諮

　
問

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

　

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
法
第
６
条
第
３
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
拓
植
清
孝
氏
を
選
任
し
ま

し
た
。

（
任
期

平
成
29
年
７
月
１
日
～
平
成
32
年

６
月
30
日
ま
で
）

報

　
告

○
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第
２
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
に
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

○
継
続
費
の
逓
次
繰
越
し
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
４
５
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、
継
続
費
の
逓
次
繰
越

し
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
繰
越
明
許
費
の
繰
越
し
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
４
６
条
第
２

項
の
規
定
に
よ
り
、
繰
越
明
許
費
の
繰
越

し
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆平成 29年６月定例会議決結果

議案番号等 議       案      名 賛 否

議案第 33 号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 全員賛成

議案第 34 号 印鑑条例の一部を改正する条例 賛成多数

議案第 35 号 税条例の一部を改正する条例 全員賛成

議案第 36 号 都市計画税条例の一部を改正する条例 全員賛成

議案第 37 号 平成 29 年度一般会計補正予算（第１号） 全員賛成

議案第 38 号
工事請負契約の締結について

（河川改良工事（準用河川茶屋川））
全員賛成

同意第 ３ 号 固定資産評価審査委員会の委員の選任について 賛成多数

同意第 ４ 号
農業委員会の委員の選任につき認定農業者等が委員の過半数を占めることを

要しないことについて
全員賛成

同意第 ５ 号 農業委員会の委員の選任について 全員賛成

同意第 ６ 号 農業委員会の委員の選任について 全員賛成

同意第 ７ 号 農業委員会の委員の選任について 全員賛成

同意第 ８ 号 農業委員会の委員の選任について 全員賛成

同意第 ９ 号 農業委員会の委員の選任について 全員賛成

同意第 10 号 農業委員会の委員の選任について 全員賛成

同意第 11 号 農業委員会の委員の選任について 全員賛成

同意第 12 号 農業委員会の委員の選任について 全員賛成

同意第 13 号 農業委員会の委員の選任について 全員賛成

同意第 14 号 農業委員会の委員の選任について 全員賛成

同意第 15 号 農業委員会の委員の選任について 全員賛成

同意第 16 号 農業委員会の委員の選任について 全員賛成

諮問第 １ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 全員賛成

報告第 ４ 号 みよし市土地開発公社の経営状況について

報告第 ５ 号 継続費の逓次繰越しについて

報告第 ６ 号 繰越明許費の繰越しについて
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委員長：冨田　正

総務協働委員会報告

主

な

審

査

内

容

寄
付
金
の
取
り
扱
い

Q　

社
会
福
祉
総
務
費
で
１
千
万
円
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
い
た
が
、
基
金
へ
の
積
み
立
て

に
至
っ
た
経
緯
は
。

A　

寄
付
の
目
的
は
、
市
の
福
祉
事
業
へ
の

活
用
を
希
望
さ
れ
ま
し
た
が
29
年
度
予
算
計

上
済
み
の
事
業
に
充
当
す
る
の
で
は
な
く
、

形
に
残
る
よ
う
な
も
の
に
使
っ
て
欲
し
い
と

い
う
こ
と
で
、
基
金
に
積
み
立
て
今
後
有
効

な
使
い
道
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

子
育
て
情
報
発
信
事
業 

Q　

保
育
所
費
で
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
子
育
て

情
報
を
提
供
す
る
事
業
の
内
容
は
。

A　

今
年
度
か
ら
新
た
に
取
り
組
む
事
業
で

す
。
子
育
て
情
報
を
簡
単
に
見
つ
け
た
り
、

市
か
ら
情
報
発
信
し
た
り
す
る
機
能
を
も
た

せ
る
予
定
を
し
て
お
り
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
で
募
集
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　

Q　

提
供
さ
れ
る
情
報
は
。

A　

児
童
手
当
や
児
童
扶
養
手
当
と
い
っ
た

国
や
県
の
子
育
て
情
報
や
１
歳
半
検
診
・
３

歳
検
診
と
い
っ
た
市
の
事
業
の
情
報
も
考
え

て
い
ま
す
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
リ
ン
ク
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

母
子
保
健
指
導
事
業

Q　

母
子
支
援
事
業
と
は
。

A　

産
後
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
で
、
産
後
２

ヶ
月
ま
で
の
援
助
を
す
る
人
が
い
な
い
核
家

族
の
産
婦
に
対
し
て
、
産
後
の
家
事
支
援
や

話
相
手
と
し
て
そ
の
相
談
支
援
も
併
せ
て
行

う
事
業
で
す
。

Q　

事
業
の
対
象
者
は
、
ま
た
開
始
時
期
は
。

A　

３
・
４
ヶ
月
の
検
診
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

利
用
し
た
い
方
を
把
握
し
て
お
り
、
本
年
は

20
人
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
開
始
は

本
年
10
月
の
予
定
で
す
。

Q　

事
業
の
対
象
期
間
は
。

A　

産
後
８
週
間
を
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

産
後
２
ヶ
月
と
な
り
ま
す
。

思
春
期
家
庭
教
育
講
座

Q　

事
業
内
容
と
対
象
は
。
ま
た
ど
こ
で
事

業
を
行
う
の
か
。

A　

思
春
期
に
お
け
る
子
ど
も
の
成
長
と
そ

の
親
の
関
わ
り
方
や
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添

う
な
ど
、
中
学
生
の
子
育
て
に
不
安
を
持
つ

保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
講
座
が
中
心
で
、

事
業
は
市
内
４
中
学
校
で
行
い
ま
す
。

委

員

会

活

動

報

告

　

当
委
員
会
で
は
本
年
度
の
重
点
活
動
テ
ー

マ
と
し
て
①
健
康
寿
命
の
延
伸　

②
子
育
て

支
援　

③
在
宅
医
療
・
終
末
期
医
療
を
取
り

上
げ
て
調
査
研
究
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
特
に
「
25
年
問
題
」
と
い
う
言

葉
に
象
徴
さ
れ
る
、
超
高
齢
化
社
会
を
数
年

後
に
迎
え
る
に
あ
た
り
、
平
均
寿
命
と
健
康

寿
命
の
差
を
い
か
に
縮
小
す
る
か
、
と
い
う

課
題
に
先
進
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
、
成
果

を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
長
野
県
の
２
市
を
行
政

調
査
で
訪
問
し
て
、
ご
教
授
頂
き
ま
す
。

行
政
視
察
先
・
テ
ー
マ

「
健
康
寿
命
の
延
伸
」

・
長
野
県
佐
久
市　

７
月
19
日

・
長
野
県
中
野
市　

７
月
20
日

　

こ
の
成
果
を
取
り
ま
と
め
、
市
の
施
策
へ

の
提
言
と
し
て
参
り
ま
す
。

主

な

審

査

内

容

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例 

Q　

他
市
町
で
は
、
そ
の
他
と
い
う
こ
と
で

改
正
で
な
く
運
用
で
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
条
文
に
記
載
し
た
理
由
は
。

A　

本
市
も
、
育
児
休
業
終
了
時
に
予
測
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
の
中
に
含
め

て
運
用
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
人

事
院
の
一
部
改
正
に
お
い
て
特
段
の
事
情
の

一
つ
と
し
て
明
文
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

追
記
し
た
も
の
で
す
。
条
例
改
正
を
通
じ
て
、

職
員
が
子
育
て
を
し
な
が
ら
も
、
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
を
し
て
い
き

ま
す
。

印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Q　

今
回
の
改
正
で
何
が
変
わ
る
の
か
。

A　

現
行
の
印
鑑
条
例
は
、
印
鑑
登
録
証
明

書
を
交
付
す
る
際
に
は
、
印
鑑
登
録
カ
ー
ド

を
提
示
し
な
い
と
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行

が
で
き
ま
せ
ん
。
前
回
の
印
鑑
条
例
の
改
正

で
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
限
っ
て
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
証
明
書
が
発
行
で

き
る
と
い
う
条
例
改
正
で
し
た
。
今
の
条
例

の
ま
ま
で
す
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

あ
っ
て
も
、
自
治
体
で
利
用
し
よ
う
と
す
る

際
に
、
印
鑑
登
録
証
明
書
が
発
行
で
き
な
い

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
取
得
で
き
る
よ
う
に

し
た
の
が
今
回
の
条
例
改
正
で
す
。

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　

Q　

各
事
業
と
も
平
成
30
年
度
の
課
税
に
つ

い
て
は
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
を
３
分
の

１
か
ら
３
分
の
２
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
が

条
例
を
定
め
る
と
あ
る
が
、
待
機
児
童
が
発

生
し
て
い
る
の
で
待
機
児
童
の
早
期
解
消
を

目
的
に
民
間
事
業
者
の
保
育
事
業
の
最
大
限

支
援
の
た
め
特
例
を
３
分
の
１
と
す
る
意
図

は
。

A　

本
市
で
は
、
28
年
度
、
29
年
度
と
も
に

待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
保
育
の
受

け
皿
事
業
と
し
て
、
待
機
児
童
の
早
期
解
消

を
目
的
に
、
家
庭
的
保
育
事
業
、
居
宅
型
訪

問
事
業
、
事
業
所
内
保
育
事
業
、
併
せ
て
企

業
主
導
型
保
育
事
業
の
民
間
事
業
者
が
実
施

す
る
保
育
事
業
に
対
し
て
最
大
限
支
援
し
て

い
く
と
い
う
た
め
に
特
例
割
合
を
判
断
し
た

も
の
で
す
。

都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
Q　

今
回
の
改
正
で
は
、
ど
の
わ
が
ま
ち
特

例
が
で
き
た
の
か
。

A　

固
定
資
産
税
と
同
様
に
、
企
業
主
導
型

保
育
事
業
と
も
う
一
つ
は
緑
地
保
全
の
関
係

の
わ
が
ま
ち
特
例
が
新
た
に
、
固
定
資
産
税

と
同
様
に
都
市
計
画
税
に
も
定
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。　

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
Q　

福
祉
と
い
う
こ
と
で
、
高
額
の
寄
附
を

い
た
だ
い
た
の
で
明
確
に
事
業
に
充
て
て
い

く
べ
き
で
は
。
積
立
金
で
は
な
く
、
寄
附
を

生
か
す
た
め
の
何
か
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
な

方
策
と
い
う
の
は
考
え
て
な
い
の
か
。

A　

福
祉
事
業
に
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
の
で
、
何
に
と
い
う
詳
し
い
指
定
を
い
た

だ
い
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
今
回
福
祉
基
金
に

積
み
立
て
を
行
い
ま
し
た
の
は
、
例
え
ば
今

本
市
で
行
っ
て
い
る
福
祉
事
業
に
対
し
て
一

千
万
円
の
お
金
を
充
当
し
て
財
源
更
正
を
す

る
と
い
う
手
法
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
す
る

と
善
意
が
、
い
わ
ゆ
る
毎
年
毎
年
の
経
常
的

な
経
費
に
充
て
ら
れ
て
し
ま
い
、
形
と
し
て

全
く
残
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
懸
念
も
あ
り

ま
し
た
の
で
、
一
旦
は
福
祉
基
金
に
積
み
立

て
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
福
祉
基
金
を
使

っ
て
行
う
市
の
福
祉
事
業
、
で
き
れ
ば
何
ら

か
の
形
で
残
る
も
の
が
良
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
使
い
方
に
つ
い
て
は
適
切
な

事
業
を
選
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

委

員

会

活

動

報

告

行
政
視
察
先
・
テ
ー
マ

　
岡
山
県
倉
敷
市　

公
共
施
設
維
持
管
理
に
つ

い
て

岡
山
県
浅
口
市　

企
業
立
地
に
つ
い
て

みよし市の公共施設築造経過

築30年以上の

公共建築物が39％
11％

25％

25％

24％

15％

10年未満

10年以上
20年未満

20年以上
30年未満

30年以上
40年未満

40年以上

委員長：広瀬　裕久

文教厚生委員会報告

思春期

90

80.21

9.02年

86.61

12.40年

女性

平均寿命と健康寿命の差平均寿命 健康寿命（日常生活に制限のない期間）

男性

85

80

75

70

65

60

71.19

74.21

◎平均寿命と健康寿命の差



議 会 運 営 委 員 会
委員長：山内　勝利

　市民の皆さんの理解と付託に応えるため、今年の委

員会の重点取組みとして、昨年に続き政務活動費の活

用実態および、議会基本条例の見直しを進めていきま

す。

　全国で話題になっている政務活動費について、みよ

し市議会では１円から領収書を提出しております。さ

らに、その活用が議員のレベルアップや市の行政に役

立つ調査・研究につなげるように見直し市民の皆さん

に理解いただける様なマニュアルとして作成してまい

ります。

地 域 交 通 対 策 特 別 委 員 会
委員長：岡本　守直

議 会 広 報 広 聴 特 別 委 員 会
委員長：林　文夫

　本年度は開かれた議会を目指し、議会活動の中心と

なる委員会活動を通じて、広く市民の皆様に議会を知っ

て頂くために、議会広報「きずな 111 号から 114 号」

において、常任委員会及び議会運営委員会・特別委員

会の活動を紹介してまいります。

　また、ホームぺージ等による議会の見える化の推進

を図り、広報広聴活動に関する調査研究をすすめ、広

報誌とホームページを連動させるなど新たな広報広聴

活動を目指してまいります。

　今年度から新設された委員会です。高齢社会に向

け、市民の足となる地域交通のあり方や、質の高い

公共交通サービス等を総合的に調査研究することを

目的としています。地域住民の移動手段の確保、ま

ちづくりと一体となった公共交通ネットワークのあ

り方、人の交流の活発化、デマンド運行のパターン

の検討、費用負担の検討等々「さんさんバスの充実・

強化、公共交通等の総合対策」をテーマとして、新

潟県三条市、富山県魚津市を行政調査いたします。
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主

な

審

査

内

容

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

Q　

環
境
衛
生
費
の
環
境
基
金
積
立
残
高
は
。

A　

平
成
28
年
度
末
で
、
約
５
億
円
あ
り
、

こ
れ
に
今
回
の
寄
附
金
７
万
９
千
円
を
加
え

た
額
に
な
り
ま
す
。

Q　

市
道
中
大
通
線
交
差
点
改
良
工
事
の
今

後
の
物
件
移
転
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A　

補
償
費
の
予
算
計
上
は
今
年
度
末
ま
で

の
期
間
と
し
て
必
要
で
す
。
来
年
度
、
当
初

予
算
で
工
事
費
を
要
求
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
尚
、
工
期
は
５
ヶ
月
程
度

必
要
で
、
来
年
中
に
は
工
事
を
終
え
る
計
画

で
す
。　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

Q　

準
用
河
川
茶
屋
川
改
良
工
事
で
本
年
は

請
負
業
者
が
変
更
さ
れ
た
経
緯
は
。

A　

茶
屋
川
の
河
川
工
事
事
業
は
、
過
年
度

か
ら
県
費
補
助
を
い
た
だ
き
計
画
的
に
整
備

し
て
い
ま
す
。
県
費
補
助
事
業
は
、
単
年
度

補
助
が
原
則
で
す
の
で
、
単
年
度
ご
と
に
分

離
し
て
発
注
し
て
い
ま
す
。
入
札
の
結
果
、

昨
年
と
今
年
は
業
者
が
別
で
す
が
、
工
事
内

容
と
し
て
は
全
く
別
に
な
り
ま
す
の
で
発
注

業
者
が
変
わ
っ
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

Q　

茶
屋
川
改
良
工
事
の
計
画
は
。

A　

今
年
度
は
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
を

施
工
し
、
来
年
度
、
上
下
流
の
河
川
へ
取
り

付
け
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。
翌
々
年
度
か

ら
は
、
そ
の
上
流
の
市
道
に
か
か
る
橋
梁
の

架
け
替
え
を
随
時
行
い
、
順
次
、
上
流
ま
で

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◎市道中大通線改良工事計画場所

委

員

会

活

動

報

告

　

経
済
建
設
委
員
会
の
所
管
す
る
部
署
は
、

産
業
課
、
環
境
課
、
道
路
河
川
課
、
下
水
道

課
、
都
市
計
画
課
、
公
園
緑
地
課
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
、
市
の
将
来
に
活
か
せ
る

事
業
や
課
題
を
委
員
６
名
に
て
検
討
し
、
今

年
１
年
間
の
調
査
研
究
テ
ー
マ
を
「
市
民
参

加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」と
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
行
政
調
査
に
出
か
け
る
前
の
事

前
勉
強
会
と
し
て
、
６
月
16
日
に
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
進
め
方
「
ア
ー
ト
ヒ
ル
三
好
ケ

丘
」
に
つ
い
て
都
市
計
画
課
か
ら
説
明
を
受

け
た
後
、
調
査
事
項
に
つ
い
て
ま
と
め
を
お

こ
な
い
行
政
調
査
に
出
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
調
査
終
了
後
、
本
市
に
活
か
せ
る
事

業
等
を
協
議
し
、
ま
と
め
た
内
容
を
市
民
の

み
な
さ
ま
へ
報
告
会
に
て
お
伝
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
報
告
会
終
了
後
、
再
度
み
な

さ
ま
の
意
見
を
踏
ま
え
市
へ
の
政
策
提
言
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

行
政
調
査
報
告
会
へ
の
多
く
の
市
民
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
積
極
的
に
活

用
し
、
委
員
会
で
の
情
報
の
共
有
化
と
効
率

的
な
運
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

①
年
間
テ
ー
マ

　

・
市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り　
　
　

②
調
査
テ
ー
マ

　

・
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
を
学
ぶ

③
行
政
調
査
の
計
画

　

・
７
月
12
日　

栃
木
県
那
須
塩
原
市

　

「
黒
磯
駅
前
活
性
化
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
」

　

・
７
月
13
日　

岩
手
県
紫
波
町

　

「
紫
波
中
央
駅
前
都
市
整
備
事
業（
オ
ガ
ー

　

ル
）
を
学
ぶ
」　

④
調
査
項
目

　

・
市
民
、
企
業
の
巻
き
込
み
方
法

　

・
公
民
連
携
手
法

　

・
進
め
方
、
プ
ロ
セ
ス

　

・
小
中
高
大
学
生
の
参
加
方
法

⑤
行
政
調
査
報
告
会
→
10
月
28
日

◎６月 16 日　事前勉強会

委員長：阿部　憲明

経済建設委員会報告
議会運営・特別委員会報告
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不
育
症

問　

不
育
症
へ
の
行
政
と
し
て
対
応
が
、
不

十
分
と
感
じ
る
が
、
要
因
は
何
か
。

答　

不
育
症
の
原
因
や
そ
の
要
因
が
複
雑
で
、

明
確
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
治
療
方
法
も

定
ま
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
そ
の

対
応
も
十
分
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
と
考
え

ま
す
。

問　

不
育
症
へ
の
治
療
費
助
成
事
業
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

答　

不
育
症
の
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
少

子
化
対
策
及
び
次
世
代
育
成
の
支
援
を
図
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、

国
、
県
の
動
向
、
先
進
自
治
体
の
状
況
等
を

確
認
し
な
が
ら
調
査
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。自

転
車
保
険
加
入
促
進

問　

全
国
の
自
治
体
で
は
自
転
車
の
損
害
賠

償
保
険
の
加
入
を
促
進
す
る
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
お
り
、
本
市
も
、
広
域
の
保
険
制
度

を
活
用
し
た
り
、
独
自
制
度
を
つ
く
っ
て
損

岡

本

守

直

（
み
よ
し
未
来
の
会
）

第２回定例会（６月議会）に１１人の議員が、市政に対する一般質問を行いました（６月議会）に１１人の議員が、市政に対する一般質問を行いました

● 市 政 を 問う ● 一般
質問

害
賠
償
保
険
加
入
を
促
進
し
た
り
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

答　

自
転
車
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
来

は
自
転
車
の
運
転
者
、
ま
た
は
児
童
、
生
徒

等
で
あ
れ
ば
そ
の
保
護
者
の
自
己
責
任
に
お

い
て
、
任
意
に
加
入
が
な
さ
れ
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
広
域
の
保
険
制
度
の
活
用
に
つ
き

ま
し
て
、
愛
知
県
や
愛
知
県
交
通
安
全
協
会
、

近
隣
市
町
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
と
と
も

に
、
今
後
と
も
交
通
安
全
教
室
な
ど
様
々
な

機
会
を
と
ら
え
て
、
自
転
車
保
険
へ
の
加
入

促
進
に
向
け
た
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
総
合
計
画
の
今
後

問　

交
通
・
買
い
物
・
外
食
の
利
便
性
の
低
さ
、

少
子
高
齢
化
、
予
想
さ
れ
る
扶
助
費
の
増
大

等
へ
の
対
応
。
自
主
財
源
の
確
保
が
求
め
ら

れ
、
特
に
企
業
誘
致
が
必
要
で
あ
り
、
受
け

入
れ
と
し
て
道
路
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。

10
年
後
リ
ニ
ア
新
幹
線
開
通
に
よ
る
、
み
よ

し
市
の
交
通
態
勢
は
。

答　

さ
ん
さ
ん
バ
ス
の
運
行
経
路
の
一
部
見

直
し
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
乗
降
場
新
設
、

商
工
業
活
性
化
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
若
い
世
代
の
生
活
環
境
の
整
備
、

生
産
年
齢
人
口
の
転
入
・
定
住
促
進
、
健
康

寿
命
の
延
伸
を
掲
げ
施
策
展
開
し
ま
す
。

「
産
業
立
地
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
設
立
し
、

企
業
誘
致
・
開
発
の
検
討
を
し
ま
す
。
道
路

網
は
必
要
に
応
じ
見
直
し
検
討
し
ま
す
。
地

域
交
通
網
の
検
討
は
肝
要
で
あ
り
、
必
要
に

応
じ
国
及
び
県
に
要
望
を
行
い
ま
す
。

問　

健
康
寿
命
延
伸
を
図
り
、
細
口
池
公
園

一
周
の
散
歩
コ
ー
ス
を
作
っ
て
は
。

答　

道
路
構
造
的
に
歩
道
設
置
が
困
難
で
あ

る
が
、
池
敷
を
含
め
公
園
一
周
の
散
歩
コ
ー

ス
を
検
討
し
ま
す
。

市
民
要
請
等
の
緊
急
処
理
案
件
へ
の
対
応

問
　

庭
先
の
市
道
へ
の
放
置
自
転
車
撤
去
要

請
へ
の
連
続
休
暇
中
、
閉
庁
時
対
応
は
。
ま

た
「
す
ぐ
や
る
課
」
設
置
の
考
え
は
。

答　

放
置
自
動
車
等
処
理
要
綱
に
よ
り
対
応

し
、
警
備
員
か
ら
職
員
に
連
絡
す
る
緊
急
連

絡
体
制
で
処
理
し
ま
す
。
緊
急
処
理
事
案
は

「
す
ぐ
に
や
る
べ
き
」
と
考
え
て
、「
す
ぐ
や

る
課
」
の
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

渡

邊

郁

夫

（
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

◎自転車保険への加入促進

第２回定例会（６月議会）に１１人の議員が、市政に対する一般質問を行いました（６月議会）に１１人の議員が、市政に対する一般質問を行いました

● 市 政 を 問う ●一般
質問

問　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
食
材
の
異
物
混

入
、
残
留
農
薬
検
査
を
し
て
い
る
か
。

答　

み
よ
し
産
の
米
、
白
菜
、
柿
を
使
用
し

て
い
ま
す
、
肉
類
は
仕
入
れ
元
が
金
属
探
知

検
査
を
し
て
い
ま
す
、
残
留
農
薬
検
査
は
年

２
回
野
菜
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　

市
内
は
大
根
切
干
の
大
産
地
、
後
継
者

の
意
欲
、
安
全
安
心
な
生
産
出
荷
に
欠
か
せ

な
い
、
金
属
探
知
機
の
導
入
助
成
の
考
え
は
。

答　

大
根
切
干
に
金
属
片
が
混
入
し
て
い
た

問
題
に
、
市
と
し
て
も
大
変
重
く
受
け
止
め

て
い
る
、
市
農
産
物
を
、
県
内
外
の
方
に
安

心
し
て
消
費
し
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
出
荷

体
制
の
強
化
の
観
点
か
ら
、
再
発
防
止
策
の

一
助
と
し
て
機
器
導
入
に
関
し
て
重
要
と
理

解
し
て
お
り
ま
す
。

莇
生
山
田
地
区
、
宅
地
開
発
の
考
え

問　

市
の
将
来
計
画
、
行
政
区
、
周
辺
市
民

を
交
え
開
発
行
為
を
す
る
の
が
本
来
の
筋
で

は
な
い
か
。

答　

市
道
三
好
ヶ
丘
駒
場
線
沿
道
に
お
い
て
、

新
市
街
地
の
拡
大
形
成
を
図
り
、
良
好
な
居

住
環
境
の
整
備
を
進
め
る
と
位
置
付
け
て
い

ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
に
お
い
て
も

住
宅
開
発
を
許
容
す
る
エ
リ
ア
と
位
置
付
け

て
い
る
、
区
域
内
、
全
地
権
者
の
同
意
が
得

ら
れ
た
段
階
で
、
関
係
機
関
の
手
続
き
、
市

ま
ち
づ
く
り
土
地
利
用
条
例
に
基
づ
く
手
続

き
や
地
区
計
画
の
都
市
計
画
決
定
に
向
け
た

手
続
き
、
行
政
区
や
周
辺
市
民
の
皆
様
へ
の

説
明
会
や
法
令
に
基
づ
く
閲
覧
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。　

近

　
藤

　
鋓

　
男

（
新
世
紀
の
会
）

愛
知
大
学
跡
地
の
住
宅
開
発
と
問
題
点

問　

愛
大
跡
地
21
万
㎡
に
住
宅
２
９
０
戸
を

建
設
す
る
開
発
計
画
書
が
市
に
提
出
さ
れ
た

が
、
市
の
公
費
負
担
が
生
じ
る
の
か
。

答　

下
水
道
や
雨
水
排
水
の
工
事
は
、
接
続

工
事
を
含
め
開
発
事
業
者
が
行
い
、
公
費
負

担
は
生
じ
ま
せ
ん
。
他
の
公
共
施
設
に
つ
い

て
も
同
様
で
す
。
た
だ
し
、
事
業
完
了
後
の

施
設
の
維
持
管
理
で
は
負
担
が
発
生
し
ま
す
。

問　

開
発
区
域
が
属
す
る
行
政
区
に
つ
い
て
、

市
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。
開
発
計
画
許
可

を
出
す
前
に
決
定
す
べ
き
で
は
。

答　

福
谷
と
黒
笹
区
に
帰
属
の
検
討
を
依
頼

し
ま
し
た
が
回
答
が
な
い
た
め
、
そ
の
後
、

跡
地
の
大
半
を
占
め
る
福
谷
区
に
再
度
検
討

を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
住
宅
販
売
と
購
入
検

討
が
始
ま
る
前
ま
で
に
は
、
決
定
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
好
ヶ
丘
駅
前
の
魅
力
づ
く
り
計
画

問　

今
年
の
３
月
に
作
成
さ
れ
た
三
好
ヶ
丘

駅
前
の
再
整
備
基
本
構
想
に
盛
ら
れ
た
、
現

加

藤

芳

文

（
清
翔
ク
ラ
ブ
）

状
活
用
案
と
基
本
案
Ａ
、
基
本
案
Ｂ
の
概
要

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、

及
び
概
算
工
事
費
の
説
明
を
求
め
る
。

答　

現
状
活
用
案
は
、
広
場
内
の
車
道
を
現

状
通
り
と
し
て
、
一
般
と
公
共
交
通
を
入
れ

替
え
る
も
の
で
、
メ
リ
ッ
ト
は
事
業
費
が
１

億
５
千
万
円
～
２
億
円
と
低
い
こ
と
、
デ
メ

リ
ッ
ト
は
交
通
安
全
面
等
で
す
。
基
本
案
Ａ

は
一
般
と
公
共
交
通
の
車
道
を
周
回
型
に
一

本
化
し
、
バ
ス
停
を
カ
リ
ヨ
ン
前
に
配
置
す

る
も
の
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
工
事
費
が
３
億

～
４
億
円
と
高
い
こ
と
で
す
。
基
本
案
Ｂ
は

バ
ス
停
の
位
置
を
除
き
Ａ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

農
産
物
の
安
全
安
心
な
消
費
・
販
売

◎「宮崎県」大根切干の産地にて導入の金属探知機◎細口公園管理事務所と周回市道

◎三好ケ丘駅前再整備基本案 A
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国
民
保
護
計
画

問　

武
力
攻
撃
等
か
ら
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
の
国
民
保
護
計
画
の
整
備
状
況
と
国
民

保
護
協
議
会
の
運
営
は
。

答　

平
成
16
年
に
施
行
さ
れ
た
国
民
保
護
法

に
基
づ
き
、
17
年
度
に
み
よ
し
市
国
民
保
護

条
例
を
制
定
、
18
年
度
に
み
よ
し
市
国
民
保

護
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

国
民
保
護
協
議
会
は
18
年
度
に
３
回
、
21

年
度
、
22
年
度
、
26
年
度
に
各
１
回
の
計
６

回
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
、
国
民
保
護
計
画

の
変
更
、
修
正
時
に
応
じ
開
催
し
ま
す
。

問　

国
民
保
護
計
画
の
市
民
へ
の
啓
発
は
。

答　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
弾
道
ミ
サ
イ
ル

落
下
時
の
行
動
等
を
掲
載
し
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

活
用
の
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
流
さ
れ
た
場
合
の
行
動
、
ミ
サ
イ
ル
落
下

時
の
行
動
の
Ｑ
＆
Ａ
を
掲
載
し
、
国
の
サ
イ

ト
へ
も
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
ま
す
。
９
月
１
日

の
防
災
の
日
に
併
せ
広
報
誌
へ
の
掲
載
や
防

災
訓
練
時
の
啓
発
を
検
討
し
て
い
ま
す
。。

問　

武
力
攻
撃
等
に
対
す
る
市
が
行
う
こ
と
、

市
民
が
行
う
こ
と
の
具
体
例
は
。

答　

市
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
適
正
な
管
理
、
国

民
保
護
計
画
の
変
更
、
修
正
、
訓
練
の
実
施

及
び
市
民
へ
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。
武
力
攻

撃
事
態
が
生
じ
た
際
は
、
警
報
の
伝
達
、
避

難
指
示
、
安
否
情
報
の
収
集
等
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
は
、
避
難
場
所
を
確
認
す
る
こ

と
と
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
等
の
情
報
収
集
の
確
保
が

必
要
で
す
。
武
力
攻
撃
時
に
は
、
頑
丈
な
建

物
や
地
下
街
に
避
難
し
、
屋
内
で
は
窓
か
ら

離
れ
る
か
、
窓
の
な
い
部
屋
に
移
動
す
る
等

速
や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
の
目
指
す
「
深
い
学
び
」

問　

平
成
29
年
度
教
育
方
針
の
「
確
か
な
学

力
の
育
成
」
で
掲
げ
る
目
標
は
。

答　

次
期
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
、
子
ど

も
た
ち
が
未
来
社
会
を
切
り
開
く
た
め
の
資

質
・
能
力
を
一
層
確
実
に
育
成
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

問　

小
学
校
の
次
期
学
習
指
導
要
領
は
32
年

だ
が
、
準
備
期
間
は
。
何
を
行
う
の
か
。

答　

教
科
化
と
な
る
道
徳
の
授
業
研
究
や
小

学
校
高
学
年
で
外
国
語
の
教
科
化
を
見
す
え

市
費
に
よ
る
外
国
語
活
動
対
応
非
常
勤
講
師

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

問　

他
市
町
で
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
設
置
の
た

め
に
校
舎
の
屋
根
貸
し
や
立
体
駐
車
場
屋
上

へ
設
置
す
る
な
ど
工
夫
が
あ
り
ま
す
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
率
ア
ッ
プ
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答　

29
年
度
は
市
民
病
院
敷
地
内
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
の
院
内
保
育
所
を
建
設
計
画
が

あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
小
中
学
校
の
屋
根
を
利
用
し
た

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
た
研
究

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
で
行
政
が
事

業
所
や
家
庭
に
協
力
を
求
め
る
事
業
内
容
は
。

答　

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
事
業
補
助
金
制

度
に
よ
り
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

取
り
入
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
啓
発
し
ま
す
。

企
業
へ
は
、
低
公
害
車
の
購
入
補
助
の
後
押

し
が
で
き
る
よ
う
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第２回定例会（６月議会）に１１人の議員が、市政に対する一般質問を行いました（６月議会）に１１人の議員が、市政に対する一般質問を行いました

● 市 政 を 問う ● 一般
質問

塚

本

隆

敏

（
み
よ
し
未
来
の
会
）

阿

部

　
憲

明

（
公
明
党
）

第２回定例会（６月議会）に１１人の議員が、市政に対する一般質問を行いました（６月議会）に１１人の議員が、市政に対する一般質問を行いました

● 市 政 を 問う ●一般
質問

◎市内のメガソーラ活躍中

小

嶋

立

夫

（
新
世
紀
の
会
）

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

問　

事
業
の
目
的
と
内
容
は
。

答　

市
民
が
主
体
的
な
健
康
づ
く
り
の
き
っ

か
け
に
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
制
度
で
す
。

50
ポ
イ
ン
ト
達
成
者
に
は
県
内
の
協
力
店
で

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
マ
イ
カ
の
交
付
や

健
康
グ
ッ
ズ
を
進
呈
し
ま
す
。

問　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連

携
を
図
っ
て
は
。

答　

健
康
意
識
を
高
め
る
た
め
、
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
ポ
イ
ン
ト
の

対
象
に
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
ま
す
の
で
、

今
後
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
活
用
す
る
よ

う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

保
田
ケ
池
公
園
拡
張
区
域
の
整
備

問　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
関
わ
り
は
。

答　

ど
ん
ぐ
り
の
森
ゾ
ー
ン
整
備
に
向
け
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体(

ど
ん
ぐ
り
の
会)

で
、

協
力
企
業((

株)
三
五)

よ
り
寄
付
を
頂
い

た
苗
ポ
ッ
ト
な
ど
の
資
材
を
利
用
し
、
ど
ん

ぐ
り
の
苗
木
を
育
て
て
い
ま
す
。
30
年
度
に

植
樹
し
、
管
理
も
含
め
、
ど
ん
ぐ
り
の
森
ゾ

ー
ン
整
備
に
向
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

共
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　

既
設(

供
用
済
み)

部
分
と
今
回
の
拡

張
部
分
と
の
一
体
利
用
の
考
え
方
は
。

答　

５
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
提
案
さ
れ

ま
し
た
11
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
基
本
方
針
を
基

に
、
貴
重
な
緑
を
保
全
し
、
池
と
拡
張
部
分

に
挟
ま
れ
た
部
分
を
既
存
森
林
と
し
て
残
し

つ
つ
、
既
設
公
園
と
拡
張
部
分
が
分
断
さ
れ

な
い
よ
う
散
策
路
を
配
置
し
一
体
利
用
で
き

る
公
園
と
し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

牧

田

充

生

（
日
本
共
産
党
）

子
ど
も
の
貧
困

問　

子
ど
も
の
貧
困
率
は
、
全
国
、
愛
知
県

の
状
況
は
。

答　

全
国
の
状
況
は
、
昭
和
60
年
が
10
・
９

％
、
平
成
６
年
が
12
・
１
％
、
15
年
が
13
・

７
％
、
24
年
が
16
・
３
％
で
す
。
愛
知
県
は
、

28
年
度
５
・
９
％
で
す
。。

問　

就
学
援
助
の
本
市
の
28
年
度
、
受
給
者

数
・
受
給
割
合
・
支
給
総
額
は
。

答　

受
給
者
数
４
０
４
人
、
受
給
割
合
６
・

42
％
、
支
給
総
額
２
７
，
４
８
３
，
５
０
４

円
で
す
。

問　

支
給
の
時
期
は
い
つ
で
、
新
入
学
前
に

支
給
し
て
い
る
市
町
は
ど
こ
か
、
６
月
支
給

は
遅
い
の
で
は
な
い
か
。　

答　

年
３
回
、
８
月
・
12
月
・
３
月
で
、
知

立
市
と
幸
田
町
で
す
。
本
市
と
し
て
は
、
支

給
時
期
は
他
の
市
町
の
様
子
を
見
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
時
期
は
い
つ
で
、

支
給
回
数
を
早
め
て
は
。　

答　

４
月
・
８
月
・
12
月
の
３
回
で
４
ヶ
月

経
過
後
に
支
給
し
ま
す
。
児
童
扶
養
手
当
法

が
改
正
さ
れ
た
際
に
「
支
給
回
数
に
つ
い
て

隔
月
支
給
に
す
る
こ
と
等
を
含
め
、
要
所
の

措
置
を
検
討
す
る
こ
と
」
が
附
帯
決
議
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
市
と
し
て
、
今
後

の
法
改
正
に
注
視
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
（
さ
ん
さ
ん
バ
ス
）

問　

さ
ん
さ
ん
バ
ス
の
バ
ス
停
に
は
屋
根
と

ベ
ン
チ
は
何
カ
所
設
置
し
て
あ
る
か
、
ま
た
、

将
来
設
置
を
考
え
て
い
る
か
。

答　

屋
根
は
14
カ
所
で
、
ベ
ン
チ
は
５
カ
所

で
す
。
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

◎さんさんバス

◎弾道ミサイル

◎保田ヶ池公園拡張部分
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若
者
も
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

問　

Ｕ
タ
ー
ン
等
促
進
策
が
今
後
重
要
に
な

る
と
考
え
る
が
、
推
進
す
る
考
え
は
。

答　

本
市
へ
の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
為
、

住
宅
取
得
に
関
す
る
支
援
の
検
討
、
企
業
誘

致
の
推
進
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
生
産
年
齢
人
口

の
転
入
及
び
定
住
の
促
進
、
特
に
若
年
層
が

暮
ら
し
た
い
と
思
え
る
環
境
の
整
備
に
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。　
　
　

問　

次
期
総
合
計
画
に
、
若
者
議
会
や
若
者

会
議
な
ど
、
若
者
が
考
え
議
論
す
る
場
を
位

置
づ
け
、
機
会
を
創
出
し
て
い
く
考
え
は
。

答　

市
民
一
人
ひ
と
り
、
特
に
若
者
が
愛
着

と
誇
り
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る

こ
と
は
、
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
若
者
議
会
や
若
者
会
議
等
の
、
新

総
合
計
画
へ
の
位
置
づ
け
は
、
他
市
町
の
状

況
等
を
調
査
し
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

 

ソ
フ
ト
事
業
で
の
魅
力
づ
く
り

問　

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

水

谷

正

邦

（
青
雲
ク
ラ
ブ
）

グ
の
実
施
を
検
討
し
て
は
。

答　

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
、
財
源
確
保
の
有
効
な
手
法
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
適
し
た
事
業
や
実
施
方
法
に
つ

い
て
、
将
来
に
向
け
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問　

市
内
に
70
個
あ
る
彫
刻
を
集
約
し
て
、

彫
刻
の
森
な
ど
特
徴
あ
る
公
園
を
作
っ
て
は
。

移
設
費
用
を
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
募
れ
ば
、
公
園
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な

る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答　

現
時
点
で
移
設
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
を
行
う
際
、
参

考
に
し
ま
す
。

第２回定例会（６月議会）に１１人の議員が、市政に対する一般質問を行いました（６月議会）に１１人の議員が、市政に対する一般質問を行いました

● 市 政 を 問う ● 一般
質問

小
規
模
企
業
振
興
条
例
制
定

問　

本
市
の
経
済
現
状
に
即
し
、
そ
の
特
徴

を
踏
ま
え
た
条
例
制
定
は
い
つ
行
う
の
か
。

答　

本
市
の
経
済
は
自
動
車
関
連
の
第
二
次

産
業
に
よ
り
雇
用
所
得
は
高
い
が
、
民
間
消

費
は
市
街
へ
の
流
出
が
多
く
見
ら
れ
る
現
状

を
踏
ま
え
、
商
工
会･

小
規
模
企
業
者
等
か

ら
の
意
見
の
集
約
や
情
報
交
換
等
で
詳
細
な

実
態
を
把
握
し
、
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め

の
振
興
条
例
の
29
年
度
末
制
定
を
目
指
し
ま

す
。

問　

条
例
の
推
進
及
び
地
域
経
済
振
興
の
為

の
計
画
づ
く
り
と
共
に
、
市
の
率
先
し
た
分

離
発
注
で
更
な
る
受
注
機
会
の
増
大
を
。

答　

地
域
経
済
振
興
の
為
、
コ
ス
ト
の
縮
減

や
適
切
な
競
争
を
踏
ま
え
分
離
・
分
割
発
注

の
実
施
と
第
二
次
総
合
計
画
と
の
整
合
を
図

り
な
が
ら
振
興
計
画
を
検
討
し
ま
す
。

問　

条
例
の
推
進
や
振
興
計
画
策
定･

検
証

の
為
に
各
主
体
に
よ
る
協
議
会
の
設
置
と
、

市
内
事
業
者
育
成
の
更
な
る
取
り
組
み
を
。

答　

小
規
模
企
業
者
や
商
工
会
等
地
域
の
各

主
体
が
連
携
し
協
議
す
る
事
は
重
要
と
考
え
、

林

　文

夫

（
新
世
紀
の
会
）

協
議
会
等
の
組
織
づ
く
り
及
び
、
地
域
経
済

振
興
の
観
点
を
踏
ま
え
、
地
域
要
件
の
さ
ら

な
る
緩
和
に
向
け
た
発
注
方
法
を
検
討
し
ま

す
。急

傾
斜
地
崩
壊
対
策

問　

特
別
警
戒
区
域
や
境
川
の
水
害
等
、
早

期
の
対
策
事
業
の
実
施
に
向
け
陳
情
を
。

答　

自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
対
策
の
更
な

る
推
進
や
き
た
よ
し
地
区
の
特
別
警
戒
区
域

の
早
期
解
消
に
向
け
、
積
極
的
に
県
に
対
し

陳
情
活
動
を
行
い
ま
す
。

◎急傾斜地の概念図

学
校
給
食
の
無
償
化
に
関
す
る
調
査

問　

育
ち
盛
り
の
子
ど
も
が
家
庭
の
事
情
に

関
係
な
く
、
十
分
な
栄
養
を
と
れ
る
環
境
の

整
備
。
ま
た
、
「
食
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」

と
し
て
の
給
食
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
背
景
に
、
文
科
省
は
学
校
給
食
の
無
償

化
に
関
す
る
全
国
調
査
を
、
今
年
度
初
め
て

実
施
を
す
る
。
本
市
の
認
識
と
考
え
は
。

答　

学
校
給
食
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
学
校
給

食
の
目
標
に
は
、
望
ま
し
い
食
習
慣
や
生
命

及
び
自
然
を
尊
重
す
る
精
神
を
養
う
こ
と
な

ど
も
あ
り
、
児
童
生
徒
の
心
身
と
も
に
健
や

か
な
成
長
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
実
施
さ
れ
る
全
国
調
査
に
つ
い

て
は
、
今
後
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

災
害
対
応
型
自
販
機
の
設
置
及
び
災
害
協
定

問　

東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た

災
害
対
応
型
紙
カ
ッ
プ
式
自
販
機
は
、
赤
ち

ゃ
ん
の
粉
ミ
ル
ク
の
調
乳
や
ア
ル
フ
ァ
米
の

調
理
等
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
お
湯

青

木

直

人

（
公
明
党
）

等
飲
料
を
提
供
で
き
る
災
害
対
応
型
紙
カ
ッ

プ
式
自
販
機
の
設
置
及
び
災
害
協
定
の
締
結

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
。

答　

災
害
対
応
型
紙
カ
ッ
プ
式
自
販
機
は
、

電
気
、
水
道
が
確
保
で
き
れ
ば
、
24
時
間
い

つ
で
も
飲
料
が
無
料
提
供
に
な
り
、
県
内
で

は
、
大
府
市
が
事
業
者
と
締
結
し
、
公
民
館

な
ど
に
設
置
を
進
め
て
い
る
と
聴
い
て
い
ま

す
。
今
後
、
災
害
対
応
型
紙
カ
ッ
プ
式
自
販

機
の
設
置
効
果
、
災
害
対
応
型
自
販
機
と
の

比
較
検
討
、
自
動
販
売
機
の
設
置
に
係
る
要

綱
と
の
整
合
性
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、
研

究
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎災害対応型カップ自販機　

　平成 28 年度、議会改革推進特別委員会にて、ICT の活用について調査研究し、今ある物で議

会運営の効率化や活性化はできないか検討したところ、個人や会派のパソコン及び各議員のスマ

ホや携帯電話を利用することで、無料グループウェアの利用が可能であり全議員の登録をおこな

いました。

　今後、日程および委員会資料の共有化等グループウェアの活用を推進する事を目的に活用方法

についての勉強会を実施しました。

◎中部小学校正門前の彫刻
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平成28年度政務活動費について報告します

政務活動費は、市議会議員の調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として交付されています。

交付対象　全議員

交 付 額　1 人につき、年額 120,000 円

政務活動費を充てることができる経費の範囲

項　　　目 内　　　容

調査研究費
市の事務及び地方行財政に関する調査研究並びに調査委託に要する経費（調査

委託費、交通費、宿泊費等）

研修費

研修会、講演会の実施に必要な経費及び他団体が開催する研修会、講演会等へ

の参加に要する経費（会場費・機材借り上げ費、講師謝金、会費、交通費、宿

泊費等）

要望・陳情活動費 要望・陳情活動を行うために必要な経費（印刷製本費、交通費、宿泊費等）

会議費 各種会議に要する経費（会場費・機材借り上げ費、印刷製本費、茶菓子代等）

資料作成費 議会審議に必要な資料を作成するために要する経費（印刷製本費、原稿料等）

資料購入費
調査研究のために必要な図書・資料等の購入に要する経費（書籍購入代、新聞

雑誌購読料等）

事務費 調査研究に係る事務遂行に必要な経費（事務用品費、通信運搬費等）

平成 28 年度政務活動費会派別状況

新世紀の会

（９人）

市民フォー

ラム（３人）

公明党

（２人）

みよし未来

の会（２人）

清翔クラブ

（２人）

青雲クラブ

　（１人）

日本共産党

（１人）

収入 政務活動費 1,080,000 円 360,000 円 240,000 円 240,000 円 240,000 円 120,000 円 120,000 円

支出

調査研究費 688,790 円 0 円 67,294 円 115,272 円 98,280 円 41,098 円 72,347 円

研修費 418,722 円 386,432 円 230,028 円 216,878 円 0 円 93,500 円 0 円

会議費 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円

資料作成費 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円

資料購入費 37,877 円 91,050 円 47,520 円 20,300 円 187,946 円 44,121 円 124,680 円

事務費 25,756 円 0 円 9,774 円 0 円 0 円 0 円 0 円

合　　計 1,171,145 円 477,482 円 354,616 円 352,450 円 286,226 円 178,719 円 197,027 円

差引額 収入－支出 － 91,145 円 － 117,482 円 － 114,616 円 － 112,450 円 － 45,794 円 － 58,719 円 － 77,027 円

※差引額については、各会派の議員が負担しています。

※ホームページでも報告しています。

次
回
定
例
会
の
ご
案
内

編

集

後

記

　
議
会
だ
よ
り
「
き
ず
な
」
を
お
読
み
頂
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
改
選
後
、

３
年
目
の
折
り
返
し
期
間
に
入
り
各
議
員
の

活
動
も
加
速
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
６
月
議
会
で
は
11
名
の
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
マ
に
お
い
て
、
問
題
提
起
や
解
決

策
。
新
た
な
提
案
な
ど
で
、
市
の
発
展
や
市

民
生
活
の
向
上
に
向
け
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
各
委
員
会
・
特
別
委
員
会
の

活
動
報
告
で
は
そ
の
活
動
目
的
と
行
政
調
査

に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
限
ら
れ
た

紙
面
で
そ
の
全
て
を
お
伝
え
す
る
事
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
各
議
員
の
想
い
や
委
員
会
を
通

じ
た
議
会
の
活
動
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
お

伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委
員
一
同

　
平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
の
予
定
は
次
の

と
お
り
で
す
。

会
　
　
期
　
９
月
１
日
（
金
）

20
日
（
水
）

一
般
質
問
　
９
月
５
日
（
火
）

６
日
（
水
）

議
案
質
疑
　
９
月
８
日
（
金
）

【
委
員
会
】　

　
総
務
協
働
委
員
会
　
９
月
11
日
（
月
）

　
文
教
厚
生
委
員
会
　
９
月
12
日
（
火
）

　
経
済
建
設
委
員
会
　
９
月
13
日
（
水
）

　
本
会
議
等
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、

手
話
通
訳
等
の
必
要
な
方
は
７
日
前
ま
で
に

事
務
局
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

友好都市の行政視察および議員交流

～ 士別市議会議員の皆さま　ようこそみよし市へ ～　　

７月９日から 11 日の行程で、友好都市である北海道士別市から、山居忠彰議員を代表と

する５名の市議会議員、議会事務局の職員１名の皆さまがみよし市へ来訪されました。市

庁舎、サンライブなどを見学され、市長・議長とも懇談。10日にはみよし市議会議員と交流、

意見交換など行いました。昨年は、本市議会より代表が士別市を訪問し友好の「握手」を

交わしてきました。

〒470-0295 愛知県みよし市三好町小坂５０

みよし市議会ホームページアドレス

（市ホームページから市議会の欄をクリックしてください。）

http：//www.city.aichi-miyoshi.lg.jp/

TEL〈0561〉32-2111 ㈹　FAX〈0561〉34-4549

士別市

〜〜

図書館学習交流プラザ「サンライブ」を見学

来庁され、市長、議長と懇談
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※ネウボラ…フィンランドの子育て支援制度で「アドバイスを受ける場所」を意味します。

みよし市議会３常任委員会では、まちの課題の中から年間テーマを選定し、調査

研究をしています。先進地で調査した内容を、市への政策提言につなげる為、報

告会にてテーマに関する皆さんのご意見をお聞きします。

平成２７年度行政調査（文教厚生委員会）のテーマ「切れ

目のない子育て支援」として調査研究し報告会にて皆さま

から頂いた意見等を参考に提言をした「みよし市版ネウボラ」

が実施につながりました。

その中のひとつとして、スマートフォンによる子育てに関する

情報を得ることができるスマホアプリ事業が開始される事になりました。

ともに考える！

≪行政調査（視察）報告会≫
会場：図書館学習交流プラザ（サンライブ）

       3F 講座室兼音楽室にて

10月21日（土）15:00～　

　・公共施設維持管理

　・企業立地

10月28日（土）14:00～

　・まちづくりの手法を学ぶ

10月29日（日）15:00～　

　・健康寿命の延伸

ちかごろの

みよし市議会は

ひと味ちがう！

平成２７年度行政調査（文教厚生委員会）のテーマ「切れ平成２７年度行政調査（文教厚生委員会）のテーマ「切れ平成２７年度行政調査（文教厚生委員会）のテーマ「切れ平成２７年度行政調査（文教厚生委員会）のテーマ「切れ平成２７年度行政調査（文教厚生委員会）のテーマ「切れ平成２７年度行政調査（文教厚生委員会）のテーマ「切れ平成２７年度行政調査（文教厚生委員会）のテーマ「切れ平成２７年度行政調査（文教厚生委員会）のテーマ「切れ平成２７年度行政調査（文教厚生委員会）のテーマ「切れ

何してるの？

むずかしいね！

おもしろくない！

わかんない！

環境に優しい植物油インキを使用

※

テーマに対し市民の皆様からご意見などお聞かせ頂ければ幸いです。

情報を得ることができるスマホアプリ事業が開始される事になりました。

スマホで必要な

     情報をＧＥＴ！

参加してね！


